
（３） 特別障害者扶養信託制度に係る非課税
措置等の見直し

　平成18年の「障害者自立支援法」の施行以
後、知的障害や精神障害のある人を始めとす
る障害のある人の地域移行が進み、また、そ
の高齢化も進む中で、障害のある人が「親亡
き後」にも一人でも自立して生活できるよう
に後押しをする支援が求められている。
　特別障害者扶養信託制度は、昭和50年に創
設された税制上の優遇措置であり、重度の障
害のある人を受益者としてその親族等が金銭
等の財産を信託した場合、受益者は贈与によ
り取得したものとみなして贈与税が課税され
るが、信託受益権の価額のうち６千万円まで
であれば贈与税を非課税にできるものであ
る。この制度を活用すると、信託銀行等が財
産の管理を行い、障害のある人に対し金銭を
定期的に交付するので、生前贈与で親族等の
財産を確実に手にすることができるだけでな
く、障害のある人の金銭管理に資するものに
もなっている。
　特別障害者扶養信託制度は制度創設以来、
重度の障害のある人のみを対象にしてきた
が、上述のような障害のある人を取り巻く状
況の変化や、中軽度の障害のある人であって
も一定の日常生活・社会生活に係る制限を有
していること等を踏まえ、平成25年度から、
特定障害者扶養信託制度として、中軽度の知
的障害や精神障害のある人も新たに対象とす
ることとなった（非課税限度額は３千万円）。

４．施設サービスの再構築

（１） 地域生活を支える拠点としての施設整
備

　障害のある人の意向を尊重し、施設入所者
の地域生活への移行を促進するため、地域で
の生活を念頭に置いた社会生活の技能を高め

ることを目指し、「障害者基本計画」に基づき、
施設等から地域生活への移行を促進するとと
もに、地域生活を支える拠点として、施設の
専門的機能を地域に開放する「地域化」を進
めることとしている。
　このため、グループホームを計画的に整備
するなど、障害のある人の地域移行を促進す
る一方、障害のある人が利用する施設につい
ては、地域の重要な資源として位置づけ、積
極的にその活用を図ることとしている。

（２）施設の地域利用

　施設に対しては、従来のように、入所者を
対象にするだけではなく、施設が蓄えてきた
知識や経験を活用し、あるいは施設の持って
いる様々な機能を地域で生活している障害の
ある人が利用できるように、支援を行うこと
が求められており、今後、障害者施設は、各
種在宅サービスを提供する在宅支援の拠点と
して地域の重要な資源として位置づけ、その
活用を図ることが重要であり、こうした取組
の一層の充実を図ることとしている。

５．スポーツ・文化芸術活動の推進

（１）スポーツの振興

ア　障害者スポーツ大会等の開催
　障害のある人のスポーツに対する国民各層
の理解と関心は年々高まりをみせており、現
在では、全国各地で数多くのスポーツ大会や
スポーツ教室が開催され、また、国際スポー
ツ大会に我が国から多数の選手が参加してい
る。平成25年度においては、ロシアのソチで
「ソチ2014パラリンピック冬季競技大会」が
開催され、世界から547人の選手が参加し、
日本からは20名のアスリートと35名のコー
チ・役員が参加した。本大会は、４年に一度
行われる身体・知的障害のある選手による世
界最高峰の大会であり、夏季大会と冬季大会
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が開催されている。また、国際障害者年の記
念行事として昭和56年より毎年開催され、第
33回を迎えた「大分国際車いすマラソン大会」
には、世界16か国から約250名の車いすラン
ナーが出場した。本大会は世界初の車いす単
独のマラソン大会であり、国際パラリンピッ
ク委員会公認大会となっている。

イ　障害者スポーツ指導者の養成
　障害のある人がスポーツ活動を行うために
は、それぞれの障害の特性に応じて適切な指
導ができるスポーツ指導者の確保が不可欠で
ある。このため、公益財団法人日本障がい者
スポーツ協会において障害者スポーツ指導者
制度を設け、同協会や都道府県が実施主体と
なってその養成を行っており、全国で21,955
人（平成25年10月31日現在）が指導者として
登録されている。

ウ　障害者スポーツ振興のための取組
　障害者スポーツについては、公益財団法人
日本障がい者スポーツ協会を中心として、障
害者全体のスポーツの振興を進めている。具
体的に、国においては、全国障害者スポーツ
大会を開催するとともに、地域生活支援事業
の一環として、「スポーツ・レクリエーショ
ン教室開催等事業」により、各地方公共団体
による大会・教室の開催や障害者スポーツ指
導者の養成、身近な地域でスポーツを親しめ

る環境の整備、パラリンピック等の国際大会
に参加した選手を招いて障害者スポーツの楽
しさを体験してもらう事業に対して支援を
行っている。また、選手強化のため、世界大
会でメダル獲得が有望な選手・団体に対し重
点的な強化等の実施や、パラリンピック、デ
フリンピック、スペシャルオリンピックス世
界大会等の国際大会が開催される年度には、
選手団の派遣や国内強化合宿を実施してい
る。その他、「社会福祉振興助成事業」を通
じて、スポーツ振興への助成を行うとともに、
同協会においても、組織強化や主催大会の実
施、国際大会への日本選手団派遣、パラリン
ピック競技大会のメダリストへの報奨金や選
手の育成強化を図るための、各企業への協賛
や募金の呼びかけなどを行っている。
　なお、平成23年６月にスポーツ基本法が成
立し、その基本理念に障害のある人のスポー
ツを推進することが明記された。同法の規定
に基づいて平成24年３月に策定された「ス
ポーツ基本計画」の中でも、年齢や性別、障
害等を問わず、広く人々が、関心、適性等に
応じてスポーツに参画することができる環境
の整備を基本的な政策課題としている。これ
を踏まえ、国では平成24年度より、障害のあ
る人と障害のない人が地域において一体と
なってスポーツ・レクリエーション活動を行
うことができるようにするための実践研究を
行うとともに、地域におけるスポーツ・レク
リエーション環境の実態を把握する調査を実
施している。
　また、国立障害者リハビリテーションセン
ター研究所では、平成24年より障害者スポー
ツ用具の開発及び改良を進めている。
　平成26年度よりパラリンピック競技大会を
はじめとする近年の障害者スポーツにおける
競技性の向上等を踏まえ、公益財団法人日本
障がい者スポーツ協会への補助や全国障害者
スポーツ大会の開催事業を厚生労働省から文
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部科学省に移管し、福祉やリハビリテーショ
ンの観点に加えて、スポーツ振興の観点から
も障害者スポーツをより一層推進していくこ
ととしている。

110



◯全国障害者スポーツ大会

　平成13年度から、それまで別々に開催
されていた身体に障害のある人と知的障
害のある人の全国スポーツ大会が統合さ
れ、全国障害者スポーツ大会として開催
されています。平成20年度からは、精神
障害者のバレーボール競技が正式種目に
加わり、全国の身体、知的、精神に障害
のある方々が一堂に会して開催される大
会となっています。本大会は、障害のあ
る選手が、競技等を通じ、スポーツの楽
しさを体験するとともに、国民の障害に対する理解を深め、障害のある人の社会参加の推
進に寄与することを目的として、国民体育大会（本大会）の直後に、当該開催都道府県で
行われています。
　平成25年度の第13回大会は、東京都において開催されました。
　なお、平成26年度の第14回大会については、長崎県で開催される予定です。

◯全国ろうあ者体育大会

　本大会は、聴覚に障害のある人が、スポーツを通じて技を競い、健康な心と体を養い、
自立と社会参加を促進することを目的として、昭和42年度から開催されています。
　平成25年度は、第47回となる夏季大会が富山県で開催されました。今回の大会では10競
技が行われ、選手・役員合わせて約1,400人が参加しました。

◯ジャパンパラ競技大会

　競技力の向上と国際大会へ派遣する選手の選考を目的とした
本大会は、平成３年度から陸上競技と水泳、５年度からスキー、
６年度からアイススレッジホッケー、10年度からアーチェリー
の大会が、各々開催されています。
　陸上競技、水泳及びスキーの大会には、身体に障害のある人
と知的障害のある人が、また、アイススレッジホッケー及びアー
チェリーの大会には身体に障害のある人が参加しています。

◯全国障害者スポーツ大会

◯全国ろうあ者体育大会

◯ジャパンパラ競技大会

主な国内・国際障害者スポーツ大会

全国障害者スポーツ大会（第13回スポーツ祭東京2013）

2012ジャパンパラリンピック陸上競技大会
Cエックスワン
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◯デフリンピック

　４年に一度行われる、聴覚に障害のある人の国際スポーツ大会であり、夏季大会と冬季
大会が開催されています。
　夏季大会は1924年を第１回としており、2013年には、ブルガリアのソフィアにおいて開
催されました。日本選手団として選手・役員合わせて219名が参加し、金メダル２個、銀
メダル10個、銅メダル９個を獲得しました。次回の夏季大会は、2017年にトルコのアンカ
ラで行われる予定です。
　冬季大会は1949年を第１回としており、2007年には、アメリカのソルトレークシティに
おいて第16回大会が開催されました。2015年にはロシアのハンティ・マンシースクで開催
される予定です。

◯アジアパラ競技大会（旧フェスピック大会）

　アジアパラリンピック委員会が主催するアジア（中東地域を含む）地域最大の障害者の
総合スポーツ大会です。
　我が国の呼びかけにより、1975年より、９回にわたり開催されてきたフェスピック競技
大会を前身としています。
　2010年に中国の広州市で開催された本大会は、フェスピック競技大会の歴史と精神を引
き継ぎ、アジアパラリンピック委員会として初めて開催された大会となりました。
　次回は、2014年に韓国の仁川（インチョン）において開催が予定されています。

◯スペシャルオリンピックス世界大会

　４年に一度行われる、知的発達障害のある人のスポーツの世界大会であり、夏季大会と
冬季大会が開催されています。順位は決定されるものの最後まで競技をやり遂げた選手全
員が表彰される、といった特徴がある大会です。
　夏季大会は1968年を第１回としており、2011年にはギリシャのアテネにおいて第13回大
会が開催されました。次回は2015年にアメリカのロサンゼルスにおいて開催される予定で
す。冬季大会は1977年を第１回としており、2013年には韓国の平昌（ピョンチャン）にお
いて第９回大会が開催されました。次回は、2017年にオーストリアにおいて開催される予
定です。

◯パラリンピック競技大会

　オリンピックの直後に当該開催地で行われる、障害者スポーツの最高峰の大会であり、
夏季大会と冬季大会が開催されています。
　夏季大会は、1960年にイタリアのローマで第１回大会が開催され、オリンピック同様４
年に一度開催されています。
　2012年には、イギリスのロンドンにおいて第14回大会が開催されました。次回は、2016
年、ブラジルのリオデジャネイロにおいて開催が予定されています。
　冬季大会は、1976年にスウェーデンのエンシェルツヴィークで第１回大会が開催されて

◯デフリンピック

◯アジアパラ競技大会（旧フェスピック大会）

◯スペシャルオリンピックス世界大会

◯パラリンピック競技大会
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以降、オリンピック冬季大会の開催年に開催されています。2014年３月には、ロシアのソ
チにおいて第11回大会が開催されました。次回は、2018年に韓国の平昌（ピョンチャン）
で開催が予定されています。

ロンドン2012パラリンピック競技大会
Cエックスワン
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